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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第１回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２６年６月１８日（水）午後６時 ～ ７時３０分 

開 催 場 所 中部地区会館４０３集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：安島イツ子、池谷光二、豊泉良、林喜代三、原田美智子 

    福岡祐子、水上玲子、山内実、吉田邦子 

欠席者：菅原典子 

（事務局）生活環境部長、協働推進課長 

協働推進課主査、協働推進課主事 

委員の委嘱等 

１ 委嘱書の交付 

２ 市長挨拶 

３ 委員の自己紹介 

報 告 事 項 

男女共同参画推進市民委員会について 

１ 武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会設置要綱 

２ 今後の会議の進め方について（案） 

３ 平成２５年度男女共同参画推進市民委員会開催経過 

議 題 

１ 委員長及び副委員長の選任について 

２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

３ 年間スケジュールについて 

４ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１ 委員長及び副委員長の選任について 

委員長は池谷委員、副委員長は水上委員とする。 

 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

事務局案の運営要領を承認する。 

 

議題３ 年間スケジュールについて 

    委員会の活動を進めていく中で決めていく。 

 

議題４ その他 

次回の会議は、平成２６年７月１５日（火）午後６時から開催す

る。場所については事務局から改めて通知する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

◎印：委員長 

○印：副委員長 

●印：委員 

□印：事務局 

 

委員の委嘱等について  

１ 委嘱書の交付 

２ 市長挨拶 

３ 委員の自己紹介 

 

報告事項 男女共同参画推進市民委員会について 

 

-事務局から説明- 

 

-質疑等なし- 

 

議題１ 委員長及び副委員長の選任について 

 

□ 議題１を協議いただきたい。委員長、副委員長の選任について、意
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見はあるか。 

 

‐意見なし‐ 

 

□ 事務局案を示したい。委員長を池谷委員、副委員長を水上委員として

はどうか。 

 

‐異議なし‐ 

 

□ 委員長を池谷委員、副委員長を水上委員と決定する。 

   委員長、副委員長が選任されたので、ここからは委員長に進行を引

き継ぎたい。 

 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

 

-事務局から説明- 

 

● 傍聴についての規則が厳しいように感じる。過去に傍聴に関するトラ

ブルがあったのか。 

□ 特にトラブルがあったわけではない。会議の公開に関する市の基本方

針に準じたものである。 

● 他の委員会等でも同様ということか。 

□ そのとおり。 

◎ 事務局案に異議はあるか。 

 

‐異議なし‐ 

 

◎ 事務局案を承認する。 

 

議題３ 年間スケジュールについて 

 

-事務局から説明- 

 

◎ 年間の会議の回数は決まっているのか。 

□ 予算の都合上、１０回以内としたい。 

● この委員会の目標や目的はどのようなものなのか。 

□ 昨年度までは情報誌の編集・発行とＹＯＵ・Ｉフォーラムの開催が委

員会の活動の中心であったが、今年度から指定管理者の業務に移管した

ことで、またゼロからのスタートになる。目標や方向性についても、委

員会を進めていく中で決めていけたらと考えている。 

◎ 男女共同参画計画の推進状況調査報告書に、委員会としての意見を載

せることは決まっているのか。 

□ 事務局としてはそのように考えている。委員の皆様にとって、本委員

会への参加は初めての経験であると思う。今年度は、委員の皆様に男女

共同参画についての理解を深めていただき、その経験を踏まえて来年度

に何か事業を行うという形も良いのではないかと考えている。 

● 今まであったものを引き継ぐのではなく、ゼロから作り上げるのは非

常に難しい。事務局からある程度の構想を示してほしい。委員が理解を

深めるための学習会や勉強会を１年間行い、その成果をどのように市や

市民に還元できるのか。 
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□ 推進状況調査に委員会の意見を提案し、市民目線を取り入れた報告書

を作成すること、デエダラまつりに参加し、男女共同参画に関する啓発

を行うことの２つを、活動の柱と考えている。 

● 男女共同参画の勉強会を行う際に、緑が丘ふれあいセンターの職員に

も参加してもらってはどうか。現状等について、意見交換をできたら良

いと思う。 

○ 現実的に出来ることと出来ないことがあるだろうし、初参加の委員も

多いので、活動していく中で方向性や事業について考えていけば良いの

ではないか。 

□ 緑が丘ふれあいセンターと連携しながら活動していけたらと思う。例

えば、情報誌の中に推進市民委員会のコーナーを設け、情報を発信して

いく等の試みも良いと思う。 

● 緑が丘ふれあいセンターの職員を委員に含めるべきではないか。 

□ 検討はしたが、指定管理者のＮＰＯ団体と折り合いがつかなかった。 

◎ 会議は９回予定されているが、状況次第で１０回開催することはでき

るのか。 

□ 可能である。 

◎ 年間のスケジュールについては、これから活動していく中で考えてい

くということで良いか。 

 

-異議なし- 

 

議題４ その他 

 

次回の会議について 

 

‐協議‐ 

 

◎ 平成２６年７月１５日（火）の午後６時からとし、場所については

事務局から改めて通知する。 

  また、会議の年間予定について、詳細な日程を事務局案として示し

ていただきたい。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：武蔵村山市情報公開条例        ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     生活環境部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


